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わ
た
ら
せ
工
業
青
年
会
が
採
用
RS二 K考案
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ス
バ
ル
搭
載
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合

け
の
車
両
に
は
搭
載
さ
れ

て
い
な
い
。

同
社
は
今
月
下
旬
、
群

馬
製
作
所
の
本
工
場

（太

田
市
）
と
矢
島
工
場

（同
）

で
の
生
産
を
止
め
て
原
因

を
調
査
す
る
。
内
容
次
第

で
は
、
リ
コ
ー
ル
（
回
収

・

無
償
修
理
）
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
る
¨

３
車
種
の
国
内
販
売
合

数
は
、
対
象
エ
ン
ジ
ン
搭

載
車
以
外
も
含
め
る
と
年

間
５
万

台

（２‐
年
Ｘ

ス

バ
ル
の
国
内
販
売
の
約
半

数
を
占
め
て
お
り
、
長
期

化
す
れ
ば
影
響
が
広
が
り

そ
う
だ
。

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

（
ス
バ

ル
）
が
主
力
３
車
種
に
搭

載
し
て
い
る
エ
ン
ジ
ン
で

不
具
合
が
見
つ
か

っ
た
こ

と
が
‐５
日
、
明
ら
か
に
な

っ
た
。
同
社
は
対
象
と
な

量
ｌ

ｏ
８
例
の
水
平
対
向

エ
ン
ジ
ン
「Ｃ
Ｂ
ｌ８
」
で
ヽ

セ
ン
サ
ー
部
分
に
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
国
内

向
け
に
販
売
し
て
い
る
ス

自
動
車
加
工
業
を
手
掛

け
る
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｋ

（高
崎
市

上
滝
町
）
の
菊
池
裕
介
代

表

（４７
）
が
考
案
し
た

「ス

マ
ー
ト
運
転
術
」
を
わ
た

ら
せ
工
業
青
年
会

（村
田

剛
会
長
）
が
取
り
入
れ
、

会
員
か
ら
は
好
評
の
声
が

上
が

っ
て
い
る
。
車
社
会

の
本
県
で
、
誰
に
で
も
使

え
る
自
動
車
の
運
転
技
術

と
し
て
今
後
、
注
目
を
集

め
そ
う
だ
。

菊
池
代
表
は
２
０
０
３

ス
マ
ー
ト
運
転
術
を
レ

ク
チ
ャ
ー
す
る
菊
池
代
表

④

年
か
ら
同
社
を
運
営
す
る

傍
ら
、

２０
年
以
上
に
わ
た

リ
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

メ
カ

ニ
ッ
ク

・
エ
ン
ジ

エ

ア
と
し
て
車
の
性
能
や
性

質
を
長
年
研
究
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
経
験
も

持
つ
。

ス
マ
ト
ト
運
転
術
は
、

菊
池
代
表
が
エ
ン
ジ

エ
ア

と
し
て
培

っ
た
技
術
や
研

究

デ

ー

タ

に
、
ド

ラ

イ

バ
ー
と
し
て
の
経
験
、
自

動
車
加
工
業
の
視
点
の
ほ

か
、
心
理
学
や
人
体
工
学

を
混
ぜ
合
わ
せ
構
築
さ
れ

た
も
の
。
車
の
性
質
や
ド

ラ
イ
バ
ー
の
心
理
状
態
、

体
の
仕
組
み
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
で
、　
一
人
ひ

と
り
に
合

っ
た
理
想
の
運

転
技
術
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。

「
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
自
動
車
運
転

の
説
明
書
を

一
度
読
み
、

そ
の
あ
と
は
独
学
で
学
び

運
転
し
て
い
る
状
態
。
そ

の
た
め
、
運
転
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ

人
が
多
い
。
ス
マ
ー
ト
運

転
は
い
わ
ば
自
動
車
運
転

の
攻
略
本
。
す
べ
て
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
有
効
な
運
転

術
」
と
菊
地
代
表
は
話

す
。
　
　
　
　
一

実
際
に
講
習
を
受
け
た

わ
た
ら
せ
工
業
青
年
会
の

村
田
会
長
は

「運
転
は
疲

れ
る
か
ら
苦
手
と
思

っ
て

い
た
が
、
運
転
時
の
正
し

い
姿
勢
や
視
線
、
呼
吸
を

意
識
す
る
こ
と
で
不
思
議

と
運
転
が
楽
に
な

っ
た
」

と
語
る
。

講
習
会
は
考
え
方
や
方

法
論
な
ど
を
学
ぶ
座
学

と
、
体
験
し
て
身
に
付
け

る
た
め
の
実
地
訓
練
を
組

み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。

‐９
年
に
は
財
務
省
関
東
財

務
局
前
橋
財
務
事
務
所
で

も
行
わ
れ
た
。

菊
池
代
表
は

「ス
マ
ー

ト
運
転
は
、
自
動
車
や

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
理

論
を
基
に
、
独
自
の
ア
イ

デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
安
全

で
楽
し
い
運
転
術
。
運
転

に
悩
み
を
持
つ
人
や
企
業

の
社
員
教
育
の

一
環
と
し

て
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
運
転
術
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
菊

池
代
表
（電
０
９
０
ｏ２
７

４
４

ｏ
６
７
９
２
）

へ
０

ト
ョ
タ
３４
ｏ
８
万
台
リ
コ
ー
ル

ニ
ン
ジ
ン
皮
員
ま
ビ
Ｄ
凛
ｎ

エ
ン
タ

（
２５
万
９
９
９
１

台
）
で
は
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
と
エ
ン
ジ
ン
の
間
に

い
|
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黎
帥
疇
”
癖
鰤
艦

硼

タ
ス
通
信
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ア
国
防
省
は
１４
日
、

黒
海
艦
隊
旗
艦
の
ミ
サ
イ

ル
巡
洋
艦

「モ
ス
ク
フ
」

が
え
い
航
中
に
沈
没
し
た

と
発
表
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
と

っ
て
大
き
な

「戦

果
」
と
な
る

一
方
、
ロ
シ

ア
に
は
「痛
手
」
だ
。
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
い
ら
立
ち

は
強
ま
り
そ
う
だ
。

一

方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会

議
（国
会
、
定
数
４
５
０
）

は
‐４
日
、
侵
攻
し
た
ロ
シ

ア
軍
が
行

っ
て
き
た

一
連

の
市
民
殺
害
を

「ジ

ェ
ノ

サ
イ

ド

（集

団
殺
害
ど

と
非
難
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。
賛
成
票
は
３
６
３

だ

っ
た
。

黎尋
再
舞

ロ
シ

ア

国

防

省

は
１４

日
、
海
軍
太
平
洋
艦
隊
の

潜
水
艦
２
隻
が
巡
航
ミ
サ

イ
ル

「
カ
リ
ブ
ル
」
の
発

射
演
習
を
行
い
、
日
本
侮

上
の
標
的
に
命
中
し
た
と

発
表
し
た
。

タ
ス
通
信
は

ミ
サ
イ
ル
は
日
本
海
海
域

か
ら
発
射
さ
れ
た
と
報
じ

故
金
日
成
主
席
の
生
誕
１

１
０
年
を
迎
え
た
。
祝
賀

行
事
を
通
じ
、
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
総
書
記
の
下
で

の
結
束
を
図
る
と
み
ら
れ

る
。
北
朝
鮮
は
今
年
に
入

り
、
各
種
の
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
し
て
軍
事
的
成
果
を

誇

示

し

て

お

り
、
今

回

も
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
準

備
と
み
ら
れ
る
動
き
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

勒
螂
畔
瞳
樺
り
時

円

【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】

米
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

は
‐４
日
、
声
明
を
出
し
、

北
朝
鮮
の

ハ
ッ
カ
ー
集
団

「ラ

ザ

ル

ス
」
と

「
Ａ
Ｐ

Ｔ
３８
」
が

オ

ン

ラ

イ

ン

グ
ー
ム
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
仕
掛

け
、
暗
号
資
産

（
仮
想
通

貨
）
約
６
億
２
０
０
０
万

が

（
約
７
８
０
億
円
）
を

不
正
に
奪
い
取

っ
た
と
発

表
し
た
。

黎
鋪
げ
け
響
瑯
】

【
ダ

ー
バ

ン

（
南

ア
）

Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
】
南
ア
フ
リ

カ
東
部
タ
ー
バ
ン

一
帯
を

今
週
、
大
雨
が
襲
い
、
洪

模

の

た
。〓

米
電
一

大
手
一

任
者

ロ
ン

簡
易
一

す
る
一

収
を
一

日
明

，黎却一
‐４
一

ろ
、
¨

（奈
自

国
宝
」

部
に
一

が
掛
一

所
あ
ウ

発

見

た
。
一

文
化
¨

い
で
一

る
。
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